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ンドン（Vân Đồn）と呼ばれる島で店を出す申請をした」（社会科学出版、ハノイ　第 1 集、
1988 年、317 頁）（春二月爪哇，路洛，暹羅三國商舶入海東乞居晝住販賣乃於海島等等處立庄
名雲屯買賣寶化，上進方物〔大越史記全書、卷 4、6b 頁〕）。
7　1金武正紀「琉球王国の東南アジア交易と沖縄で発見されたベトナム陶磁器」（1999 年 12 月に
ハノイで開催された昭和大学国際文化研究院とハノイ国家大学主催による「陶磁器交流を通










































































　最近、2013 年 4 月、九州国立博物館でベトナムについて大規模な展覧会が行わ
れた。『The Great Story of Vietnam――大ベトナム展カタログ　ベトナム物語1
14
』の中
に藤田励夫氏の「外交文書にみる 16 ～ 17 世紀の日越交流」という論文がある。本
論では日越外交文書研究について概観した上で、安南国副都堂福義侯阮書簡などを
紹介し、中・南部の阮氏と北部の鄭氏と占城の通交などについて述べている。カタ
ログの中には、4 枚の異国渡海朱印状（図 9）と、1591 年、1609 年、1610 年（2 通）、































全部で 18 通あるが、内訳は以下の通りである。阮氏が送った書簡は 1601 年・1603
年・1604 年・1605 年・1606 年・1619 年・1628 年、黎氏が送った書簡は 1613 年・
1634 年（2 通）、鄭氏が日本へ送った手紙（書簡）は 1610 年（4 通）、1611 年・1624
年（2 通）、1694 年（1 通）。また、日本の当時の政権がベトナムの阮氏・黎氏・鄭
氏へ送った書簡は 1601 年・1602 年・1603 年・1605 年（年号無し）の 5 通である。











ける当該文献の番号を表している。以下同様。第 1 巻 13b から 14a 枚目）































ら黎朝に政権が代わる 1527 年から 1592 年にかけてのベトナムと日本の国交につい
ては、現存する歴史書や資料に記述がない。しかし莫朝は引き続き交易を推し進め
いくつかの港を建設しているので、16 世紀から 17 世紀にかけてはベトナム対外経
済の繁栄期と見なされている。また首里王府が 17 世紀から 19 世紀にかけて編纂し
た琉球王国の外交活動を記録した『歴代宝案』には、1509 年に 1 回だけベトナム
に寄港したことが記されている。ところが『明史』や『皇明寔録』などの中国の歴




15　『大南実録前編』（教育出版、2004 年、ハノイ、第 1 巻、32 頁［A.127/1–66VHN］）。
16　1『古都ホイアン（Hội An）』社会科学出版、ハノイ、1991 年、171 頁。川本邦衛『﹁外藩通
書﹂から見るクアンナム（Quảng Nam）におけるグエン領主の国際認識』。














現存する資料によると、光興 20 年（1597）にはフン・カック・ホアン（Phùng Khắc 









19　1フン・カック・ホアン（Phùng Khắc Khoan、馮克寬〔1528 ～ 1613〕）はハータイ（Hà Tây）
省（現在のハノイ）タックタット（Thạch Thất）郡フンサー（Phùng Xá）村出身。レーテー





























　18 世紀に入ってレー・クィー・ドン（Lê Qúy 



























22　1レー・クィー・ドン（Lê Qúy Đôn、黎貴敦、1726 ～ 1784）『見聞小録』（社会科学出版、ハ
ノイ、1997 年、227 頁）。レー・クィー・ドン（Lê Qúy Đôn）はジエンハー（Diên Hà、現在
のタイビン〔Thái Bình〕省フンハー〔Hưng Hà〕郡ドックラップ〔Độc Lập〕村）郡ジエンハー









































































　　1リー・ヴァン・フック（Lý Văn Phức、李文馥、1785 ～ 1849）はヴィン・トゥアン（Vĩnh 













































































　16 世紀から 18 世紀にかけて、ベトナムと東アジア地域、その中でも特に日本と
の経済・通商関係は繁栄を極めた。首都地域が伝統的な各種手工業によって経済・
通商面で発展するのに伴って、隣接する地域では、チュー・ダオ（Chu Đậu）、ホップ・


































人男性と結婚した例や、リー・ティ・ヒエウ・ジエウ・クアン（Lý Thị Hiệu Diệu 
Quang）と名乗る日本の北部出身の女性が黎朝の武官と結婚し林寿候という爵位を
受けて総兵使の職をまっとうした、とファン・ダイ・ゾアン（Phan Đại Doãn）教授












































「アチ」は 2 音節しかないが本当は「アツイ」と 3 音節である。「デー」は 1 音節
しかないが日本語では「イエ」と 2 音節である。しかしながら、この書に日本語語
彙集が載っていると事実から、ベトナム兵たちが扶桑の国で暮らしに溶け込もうと
29　1チュオン・ダン・クエ（Trương Đăng Quế）は別名クアン・ケー（Quảng Khê）。19 世紀の人物。
1819 年に郷試に合格後ティエウ・チ（ThiệuTrị）王の教育係を務めた。ミン・マン（Minh 
Mạng）帝の時代には会試の主査を何度も務めた。
図 15　『日本見聞録』（図書番号 :A.1164）
グエン・テイ・オワイン
44
日本語学習を意識的に行ったと読み取れるだろう。また、19 世紀初頭の外国人が
どのように日本語を読んでいたのかという資料にもなるであろう。
おわりに
　越日関係に関する特徴を国内外の専門家たちによる研究や論文を通して整理して
みると、越日間の経済文化交流はかなり早い時期から始まっており、16 世紀から
18 世紀にかけて繁栄し、19 世紀の一時期に中断したことがわかる。ベトナムと日
本はその関係性に消長があったものの、地理的に近く、また歴史文化的に多くの共
通点があるために、越日関係は何世紀にもまたがって続き著しい発展を遂げてきた。
越日関係に関する資料は両国で保存されており、特に漢
ハンノム
喃研究院で所蔵されている
各資料はベトナムと日本の関係を研究する際に今後大いに寄与するであろうし、今
世紀に両国の国民が友好協力関係を発展させる際の礎となると確信する 30。
30　1本論の一部は沖縄大学で発表したものと『ハンノム通報』、『東アジアの文化と琉球・沖縄』
彩流社、2010 年が初出である。
